
スピーディな対応が求められる
映像版権管理という業務

テレビ番組や出版物、イベントなど、劇映画

の一部やスチール写真が利用されることは少

なくない。たとえば過去の作品を紹介する特

集番組や、著名な映画関係者の冠婚葬祭な

どのニュース番組で、“劇映画の部分使用”を

目にしたことは誰でもあるはずだ。このような

“劇映画の部分使用”に関する版権管理や問

い合わせへの対応を行う業務が、映像版権

管理と呼ばれる仕事である。

映像版権管理を行う部署には、社内はもち

ろんのこと、テレビ局や出版社、イベント制作

会社、広告代理店など、さまざまなところから

毎日のように問い合わせが舞い込んでくる。

「特に著名な映画人が亡くなられた場合に

は、依頼が集中します」と東映 映像版権管

理部 係長 川井 恵美子

氏。多いときには1日に50

件もの問い合わせが殺

到することもあるという。

これらの依頼にいか

に迅速に対応できるか。

これは版権管理業務で

最も重要なポイントのひ

とつだといえるだろう。

映像版権管理部への依

頼のほとんどは、使用許

諾や素材の提供を早急

に求めているからだ。

しかし以前は必要な

情報を探し出すのに多

くの時間が費やされ、迅速な対応を行うには

他の業務を犠牲にせざるを得なかったと川井

氏は振り返る。

「たとえばひとつの写真を探すためには、劇

映画データベースを見て封切り年月日を調べ

て、その年月日に対応するアルバムを出して

探さなければなりません。場合によっては探す

のに1日がかりということも珍しくありませんで

した」

しかし東映では、その状況が1999年12月

から大きく改善された。新たに構築されたマ

ルチメディア・データベースが、本番稼働を開

始したからである。

システムの中核にHiRDBを採用し
マルチメディア・データを統合

このマルチメディア・データベースは、作品

HiRDBを核にマルチメディアデータベースを構築
デジタル・コンテンツ時代に先手を打つ

映像コンテンツに関するビジネスが、現在大きな変革期を迎えている。衛星デジタル放
送などによる多チャンネル化やインターネットによるマルチメディアデータの配信、DVD
などの大容量メディアの登場によって、その提供形態が急速に多様化しているからだ。こ
のような状況の中で重要な課題になってきているのが、コンテンツの版権管理の効率化
である。これまで数々の名作を提供しつづけてきた東映株式会社（以下東映と記載）で
は、日立のスケーラブルデータベース「HiRDB」による最先端のデータベース技術を活
用し、版権管理のデジタル化・効率化を推進している。このプロジェクトは今後も継続的
に進められ、最終的にはデジタル・コンテンツ販売という新しいビジネス実現の基盤とし
て期待されている。
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作品情報やユーザー情報をHiRDB、イメージデータやPDFデータをファイルで管理し、イメージ・データ
ベース・アクセスによって連携させている。近い将来、HiRDBのファイル・リンク機能を利用して、両者を
より緊密に連携させる計画だという。



HiRDB情報やシナリオ、シノプシス（作品概要）といっ

た文字情報の他、スチール写真やプレスシー

トなども一元管理するというもの。情報源とし

ては約3,000に上る劇映画を対象にしている。

システムの中核となるデータベースには

スケーラブルデータベース「HiRDB Version

5.0」を採用、作品情報等の文字情報はここ

で集中管理され、イメージデータやPDFデー

タはファイルとして管理されている。データベー

スは分散オブジェクト基盤「TPBroker」を通

じてWWWサーバと連携しており、ユーザー

はWebブラウザからこれらのデータにアクセ

スできるようになっている。HiRDBに格納され

た作品情報はTPBroker上で稼働するイメー

ジ・データベース・アクセス（Image Database

Access）によってコンテンツ・ファイルと連携で

き、検索結果は文字情報だけではなく、イメー

ジやPDFとして配信することが可能だ。

イメージデータを配信する場合には、特定

ユーザー以外はすかし入りのものが配信され

るようになっている。これは映像データの二次

使用管理を徹底するためだ。すかし情報は

著作権の所在を明確にし、無断で二次使用

を行うことを防止する効果がある。

このようなシステムによって、版権管理の業務

は大幅に効率化した。

「今では検索条件を入力すれば、関連する

写真をすぐに見ることができます」と川井氏。

「何かいい写真はありませんかといった問い

合わせにも、その場で答えることが可能になり

ました」

周辺機能の充実が
HiRDB選択の最大のポイント

それでは何故、中核となるデータベースに

HiRDBを採用したのか。東映 情報開発室

鈴木 聡氏は、その理由を次のように説明する。

「一番重要なポイントは、データベースの周

辺機能が充実していたことですね。実は他の

データベース製品も検討の対象にしていたの

ですが、他の製品ではマルチメディア関連の

機能を別途開発しなければなりませんでした。

しかしHiRDBならイメージ・データベース・ア

クセスなどが用意されており、マルチメディア・

データを扱うための環境が初めから整ってい

たのです」

特に注目したいのは、イメージデータに対す

るすかし情報の扱いである。前述のように二

次使用の管理を徹底するためには、イメージ

データに対するすかし情

報の組み込みは欠かすこ

とができない。しかし多く

のシステムでは、すかし入

りイメージデータとすかし

なしイメージデータを両方

もたなければならないた

め、ディスク容量を食い、

使い勝手の悪化を招いて

いた。このような問題を解

消することに成功したの

が、日立が提供しているイ

メージ・データベース・アク

セスだ。すかし入りイメー

ジデータのみを登録してお

き、HiRDBに登録された

ユーザー情報を元に、す

かし入りのデータを表示す

るのか、それともすかし無

しのデータを表示するの

かを、自動的に制御する

機能を搭載しているので

ある。

「マルチメディア・データ

を意識せずに扱えるのも

HiRDBのメリットですね」というのは、鈴木氏

と一緒にシステム構築・運用を手掛けている

前田 一幸氏だ。

HiRDB Version 5.0はオブジェクト・リレー

ショナル・データベース管理システム

（ORDBMS）として設計してあるため、マルチ

メディア・データとの親和性が高い。東映のシ

ステムでは現在は文字情報による検索を採用

しているが、HiRDBのObject Optionを利

用することで、イメージそのものによって検索す

ることも可能になる。東映 情報開発室 室長

工藤 琢哉氏も「将来はイメージ検索を取り入

れて、検索の可能性をさらに広げていきたい」

という。

今後さらに機能を拡張し
コンテンツ・ビジネスの基盤に

東映のマルチメディア・データベース構築の

プロジェクトは、まだ第1フェーズを完了した段

階に過ぎない。今後さらに第2フェーズ、第3

フェーズへと進む計画になっている。

現在では劇映画を対象に、文字情報やイ

メージデータ、PDFデータの検索が行えるよう

になっているが、第2フェーズでは予告編やサ

ウンドといった、動画や音声も含めた運用へと

拡大する。管理対象となる情報源も、劇映画

だけではなく、約2万4,000件に上るテレビ映画

もカバーしていく予定だ。さらに第3フェーズで

は、本編映像を含めた動画データベースへと

発展。あらゆるコンテンツをデジタル管理する

ことで、デジタル・コンテンツ販売という新しいビ

ジネスの基盤を確立しようとしているのである。

「東映では劇映画やテレビ映画以外にも多

様な映像を作っています。しかし製作段階で

撮られた映像のかなりの部分が実際には使

われることなく倉庫で眠っている。これらをデ

ジタル化・ライブラリ化していけば、新しいビジ

ネスが開拓できるはずです」と工藤氏。

東映のコンテンツ・ビジネスが、今後どのよ

うな発展を遂げていくのか。このマルチメディ

ア・データベースは、その鍵を握る極めて重要

な存在だといえるだろう。
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・会社名、製品名は、各社の商標もしくは登録商標です。

マルチメディア・データベースの画面例。ユーザーはWebブラウザから作品データを検索し、関連する
イメージやPDFデータにアクセスできる。イメージデータは一部のユーザーを除き、すかし処理が施さ
れたものが配信されるようになっている。


